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2024年度·ンポ¸ウム

¿´øû 氏名

10:00 ～ 10:10 開_~挨拶・÷ロ¸·¿ø~概要 ÿõ的材料·÷ロセ¹研~
セン¿ー  セン¿ー長 河内 ÿ大

10:10 ～ 10:15 挨拶 ºそz中小企業o興団
専務理事 山崎 常久

一般講演　　ÿ　座長 　河内 ÿ大　Ā

10:15 ～ 10:30 光応答分子を用いたð´ºÿāö³ó¿è面~作rとè面構造~固定化 兼任研~員 内u 欣吾

10:30 ～ 10:45
液相÷û法{¸»金属酸化物薄膜~合rとそ~úロö¹»´ø{陽ÿlへ~
応用

兼任研~員 青井 ³史

10:45 ～ 11:00 ¿ロロõ³û集�体~物gとそ~応用 兼任研~員 宮武 ~_

11:00 ～ 11:10 休憩

一般講演　　ÿ　座長　内u 欣吾　Ā

11:10 ～ 11:25 分子設計{¸»熱硬化g樹脂ýúùン¾º½サ¸ン~高g能化 兼任研~員 河内 ÿ大

11:25 ～ 11:40 ·碗蒸し{おけ»<す=~発生とそ~防止{ついて 兼任研~員 山﨑 正幸

11:40 ～ 11:55 »ーüンý¼ö³öz凝集剤を目指して 兼任研~員 奥u 哲士

11:55 ～ 13:15 休憩ÿ昼食Ā

招待講演　　ÿ　座長　大柳 満之　 Ā

13:15 ～ 14:05 二次ÿl{おけ»最先端~材料ß価ë÷技Û コùûコ科研 営業本部
ÿl÷ロ¸·¿ø 部長

虎山 仁

14:05 ～ 14:15 休憩

一般講演　　ÿ　座長　青井 ³史　Ā

14:15 ～ 14:30 共晶}rを持つZrO2/Al2O3úþ－úþ複合材料~優¼た破壊靱g 兼任研~員 大柳 満之

14:30 ～ 14:45 透光g[結晶材料~開発 兼任研~員 小寺 ÿ博

14:45 ～ 15:00 ú化Á´}製w状ôーûを用いた鉄鋼材料~õ規摩擦攪拌接合 兼任研~員 森 正和

15:00 ～ 15:10 休憩

一般講演　　ÿ　座長　小寺 ÿ博　Ā

15:10 ～ 15:25 þ´¿ロ波ñワー²ン÷用容量切º替え型動的整合Þ路~開発 兼任研~員 ÷崎 俊雄

15:25 ～ 15:40
骨~材料力�挙動をさ¹{高精度{捉え»計算Ă÷úンÀ法・ë÷基盤
構築

兼任研~員 u原 大輔

15:40 ～ 15:55 中g子捕捉療法を指向したú÷チù{¸»細Þへ~û¶}輸送·¹öĀ~ 
開発 

兼任研~員 富﨑 欣也

15:55 ～ 16:00 閉_~挨拶 ÿõ的材料·÷ロセ¹研~
セン¿ー  副セン¿ー長 青井 ³史

ý¹¿ー発èÿ交流_Ā　詳細�次頁
施設見�_ÿ希望者~みĀ

16:00 ～ 17:30



ÿポスター発表ÿ

¿´øû 発表者

P1 新規水溶gクýýõ³û類~合rx物g 7角u{花1þw明莉1宮武~_

P2 超硬ôüû²用いたSM490A~低温摩擦攪拌接合 7杉本^_1森 k和

P3
窒化û素ôüû²用いたÛ鋼板~摩擦攪拌接合{及ぼす裏面
ò熱~影響

7原ó×斗1森 k和

P4
液相÷û法{¸»ûó±û酸化物薄膜~作ýxúýö¹»´
ø{陽ÿl~k孔輸送層へ~応用

○永u�大1Jose Andres Hernandez
Gaitan1青井³史

P5
液相÷û法{¸»酸化¹º薄膜~作ýxúýö¹»´ø{陽
ÿl~ÿ子輸送層へ~応用

○黒川聖也1Jose Andres Hernandez
Gaitan1青井³史

P6
4-²ÿþ安息�酸~ÿë酸化{¸»²Ăûõ±¹炭素薄膜~
表面修飾

○長島捷ÿ1本道由菜1Jose Andres
Hernandez Gaitan1青井³史

P7
Ba
2+欠陥及び酸素欠陥²有す»BaTiO3|Mgへ~水素化反応{

与え»触媒効果
○塩u大~1o水吉大1白井健士郎
0大柳満之

P8
Ti
3+及び酸素欠m²有す»BaTiO3|Mg~水素化反応{与え»

触媒効果
○久門 新1o水吉大1白井健士郎
0大柳満之

P9 Ú圧法²用いた透光g²ûÿú[結v体~作ý 7lu�輔17w�拓ß1_寺ÿ博

P10 öøù²¶ß¸ùン¾クú»ン~合r開発 ○植uÛ規1岩澤哲郎

P11 »ûù構造²²つ¸ùン¾クú»ン誘導体~合r ○岡u育真1岩澤哲郎

P12 ²ÿùÿ²²つ¸²úüû¸öン~結võ¹øクýÿºĀ 7谷 歩武1ÿw 涼1内u欣吾

P13
¼ン~光熱療法x化�療法~併用療法²指Uした金úþýó
ùへ~抗¼ン剤~担câÛ~開発

7山岡湖þ波1山﨑k幸1富﨑欣也

P14
脂環式骨格²導入したÚ分子量ùン¾º½µ¸ン~合rxそ
~熱硬化物~特g

7徳川乃円1張 馨予1河内ÿ大

P15
·ン¸º¿クチóクPMMA¹せ³x~包接錯体形r²利用し
た³ýýン~蛍光特g制ÿ

7山本龍之Ï1ou光星1古泉明日美
0河内ÿ大

P16
調v{zq»¶ûøùõ±´ンバöû~利用{ついて
0〜āüン²²例{〜

7uo陽菜1owv花1二宮佐知1
0山﨑k幸

P17
調v{zq»¶ûøùõ±´ンバöû~利用{ついて
0〜バöû~発生xそ~gî〜

7花崎��1owv花1二宮佐知1
0山﨑k幸

P18 熱帯植物~種{含ま¼»凝集活gr分~効率的z純化 7uoÿ斗1奥u哲士



P19
消化~外科用PVA模ì臓~�鉗子cち上r手Û手âf{y~
¸うz特g²示す{？

7澤u 翔伍1岡野 仁夫ÿ¶·øùö
0株式_社Ā1u原 大輔

P20 ÷崎研究室研究紹Ïÿþ´クý波通信÷バ´¹Ā 7÷崎俊雄

P21 ÷崎研究室研究紹Ïÿ無線ÿ力伝送·¹öĀĀ 7÷崎俊雄

P22
ûュüýĂüõ³óク·¹öĀ~た±~薄膜÷バ´¹~研究
開発 そ~1

P23
ûュüýĂüõ³óク·¹öĀ~た±~薄膜÷バ´¹~研究
開発 そ~2

〇佐野舜典、〇青木尊、〇池田智彦、 
〇髙村大翔、〇清水結翔、〇髙橋俊作、 
〇堀尾璃玖、〇大安康介 
〇佐野舜典、〇青木尊、〇池田智彦、 
〇髙村大翔、〇清水結翔、〇髙橋俊作、 
〇堀尾璃玖、〇大安康介 
 

 


